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 真核生物の染色体DNAは、細胞周期のS期に一度だけ複製されるように厳密に

制御されている。この制御が破綻すると染色体数の異常やゲノムの安定性が失

われ、細胞は死に至るか異常な増殖を行うようになる。サイクリン依存性キナ

ーゼ（CDK）は細胞周期制御のキーとなるキナーゼであるが、染色体DNAの複製

開始においてもS期に一度だけ染色体DNAを複製させる重要な役目を担う。我々

は出芽酵母を真核生物のモデル系として用い、複製開始におけるCDKの基質を同

定し、CDKによるリン酸化がどのように開始反応を促進するかを明らかにしてき

た。本セミナーではこれらの結果を概説し、タンパク質の集合・離散による複

製開始のモデルを紹介する。 
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